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に
ぎ
わ
う
児
童
プ

l
ル

本
格
的
立
夏
の
訪
れ
ど
と
も

に
学
校
児
童
フ

l
ル
聞
き
が
行

な
わ
れ
た
。
気
温
も
連
日
二
十

度
を
越
え
絶
好
の
コ
ン
デ
イ
ン

ヨ
ン
。
子
供
た
ち
も
一
年
ぶ
り

の
水
泳
ど
あ
づ
て
色
ど
り
ど
り

の
水
着
、
つ
ぎ
づ
ぎ
と
ブ

l
ル

に
飛
び
込
む
。
泳
法
も
さ
ま
ざ

ま
て
水
し
ぶ
き
に
歓
声
を
あ
げ

る
も
の

、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
陣

取
る
も
の
み
ん
な
九
の

L
そ
、
?

太
陽
の
光
を
か
ら
だ

い
っ
ぱ

い
に
吸
い
込
み
、
海
、
川
、
山

ど
自
然
を
も
と
め
る
の
も
、
こ

の
季
節
で
あ
る
。

夏
休
み
は
、
」
ど
も
九
ち
の
か

ら
だ
を
き
た
-
え
る
絶
好
の
機
会

で
あ
る
が
、
一
面
長
い
休
み
か

ら
生
活
が
不
規
則
に
な
り
が
ち

で
遊
び
「
せ
の
つ
(
の
も
多
い

ど
も
あ
れ
人
命
尊
重
か

b
水

難
、
交
通
事
故
防
止
に
万
八
五
を

期
せ
ら
れ
た
い

。

11 
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E翠翠冨彊薗
総予

額算

.... 言語=-

三
億
五
千
五
百
三
十
六
万
円

積

極

的

な
画昨 日|

期工 目

的空1
な寸'

町算
つ

り

竺

第
二
固
定
例
町
議
会
は
、
六
月
二
寸
九
日
招
集
さ
れ
七
月
三
日
閉
会
し
ま
し
た

一一

一↑
が
、
四
+
一
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
粂
倒
な
ど
議
案
六
件
、
間
願

一
件
、
陳

一一

竺
情
+
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ん
ど
の
議
会
は
改
選
後
二
国
自
の
も
の
で
、
い

二

一
わ
ぱ
行
政
指
針
を
決
め
る
も
っ
と
も
た
い
せ
つ

な
親
会
、
町
民
も
深
い
関
心
を
寄

一一

一一
せ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
瀞
誌
の
あ
いb
ま
し
を
辿
べ
ま
す
。

一

一

補
正
額

一
億

一
千
百

万
円

提
出
さ
れ
た
忠
実
は
同

J
L
一

年
皮
一

般
会
計
お
よ
び
品
条
例

、
公
平
岳
民
選
任
の
ほ
か
お
願

制
約
で
す
。
町
長
か
ら
提
案
型

山
と
行
政
諸
般
に
わ
た
っ
て
報

告
の
あ
と
干
算
に
つ
い
て
議
日

の

一
般
灯
川
が
あ
り
引
き
続
い

て
各
官
和
委
日
会
で
そ
れ
ぞ
れ

の
認
案
が
審
尽
さ
れ
三
日
の
最

終
日
の
本
会
認
で
駅
東
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

凶
寸
二
年
度
一
般
会
計
補
正

制
は
一

位

一
千
百
凶
万
三
千
円

追
加
さ
れ
干
担
総
制
は
三
位
五

千
五
面
三
十
六
万
円
に
な
り
ま

し
た
。
附
加
の
お
も
な
成
山
手

ロ
は
次
り
と
お
り
。

総

務

引

へ
、
一一一八
九
T
門

限
林
水JV
七
二
、

一
九
八
千
円

産

Y
1

士
本
代
一
八
、

-
O八
T
門

消
防
代

三
、
五
回
三
千
門

教山
川
町

五
、
阿
九
五
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

開
基
七
十
周
年
、
構
造

改
善
事
業
を
重
点
に

そ
円
お
も
な
内
川
を
見
る
と

品川口
町
は
公
共
問
地
取
向
、
開

法
七
」
l

周
年
記
念
日
明
接
的
ほ
か

町
民
会
舶
の
改
装
(
山
庁
A
H
)

が
別
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
林
水
昨
果
的
は
斥

業
某
加
加
の
幣
備
椛
立
を
前
市
に

阿
川
地
い
い
な
ど
の

m一
次
提
栄

悦
治
改
品
品
川
市
盟
、
品
村
川
化
計

業
、
無
水
地
zn
の
飲
料
水
腕一品

幣
仰
の
ほ
か
‘
林
業
山
地
改
相
川

本
拠
が
大
巾
に
H
M
州
さ
れ
将
来

も
継
続
的
に
喫
腕
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

土
木
伐
に
つ

い
て
は
、
遺
跡

改
良
、
河
川
改
修
事
業
の
ほ
か

民
パ
一
日
似
旧
工
事、

公
常
住
宅
十

八
一一
ド
を
組
段
町
山
内
の
利
艇
を
阿

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
c

こ

れ
ら
は
毎
年
計
州
突
い位さ
れ
て

い
ま
す
が
.
こ
と
し
も
住
宅
難

前
削
に
お
も
あ
と
を
お
い
て
お
り

ま
す
c

教
育
施
設
の
充
実
も

こ
の
ほ
か
消
肋
此
浪
曲
h

帥
と

し
て
チ
プ
タ
ウ
ン
ナ

4
水
門
強

制
、
消
防
職
れ
円
宅
挫
設
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
と
く
に

教
廿
伐
に
あ
っ

f
は
へ
き
地
教

日
住
宅
の
別
措
ん
と
缶
校
の
陥
設

充
実
の
実
現
を

B
tハ
に
子
筑
約

置
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
れ

ま
で
校
下
支
比
に
ご
協
力
を
胤

っ
た
府
内
川
教
附
も
遂
次
改
昨
を

閃
り
よ
り
よ
い
救
育
施
設
整
備

に
点
を
住
ぐ
方
到
に
な
っ
て
い

ま
す
。
歳
入
は
自
然
増

-J
刀
政
入
に
つ
い
て
は
、
団

校
、
道
伐
の
し
め
る
補
則
金
の

川
A
U
は
い
か
に
多
い
か
み
な
さ

ん
も
ご
爪
知
で
す
が
、
こ
と
し

は
町
税
の
自
然
的
地
収
と
地
方

支
付
税
、
問
、
泊
草
加
企
の

m

搬
の
ほ
か
起
川
も
比
込
れ
て
い

ま
す
。
と
く
に
出
来
、
が糾
聾
緋

造
改
善
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

は
問
、
道
の
ん
策
と
A
H

せ
成
川町

を
一一ハ川
め
総
合
的
な
市
業
椛
加
を

肉
る
と
と
に
な
っ
て
い
支
す
。

制
定
さ
れ
た
条
例

。
今
金
町
開
拓
地
俗
料
水
州
投

市
民
分
相
合
徴
収
量
例

O
稲
馳
林
道
開
設
事
貰
骨
制
金

徴
収
朱
例

。
今
世
町
町
民
会
館
長
例

選
任
さ
れ
た
公
平
委
員

安
州
民
凶
郎
(
今
A
W
)

石

橋

刃

一
(
今
金
)

利
用
度
高
ま
る

公

民

館

住
民
の
た
め
の
文
化
'
川
上
の

坊
と
し
て
広
く
利
川
さ
れ
て
い

る
町
公
民
館
も
活
発
な
活
動
を

見
ぜ
そ
の
利
川
端
は
〈
一
月

l

六
月
)
昨
刊
に
比
べ
刊
散
で
三

一旬
、
利
用
者
は
八

0
5
地
え

て
レ
ま
す
。
利
川
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す

(延
べ
人

U
)

公
民
館
町
教
J
C

三
三
刊
(
一
ニ

一一一
一一一)

市
川
少
年
二
円
九

(一
八
、

}
O

一

)

婦
入
、
社
抗
同
体

七
七
(
一

、

一一一

O
)

町
間

研

究

O
(七、

一一一

O

)
 

-
車
問
体

州

五

(一
、
主
三

O〉
個
人

一
(
三

ο「
)

Mm
礼

九

八

(

、
八
九
じ
)

什

引

責

凶
一一(一

九
、
凶
九

一

)
こ
の
よ
う
に
利
川
皮
が
山
ま

っ
た
の
は
、
公
民
館
本
来
の
活

動
を
促
進
し
た
た
め
で
も
あ
り

ま
す
。

現
抑
剣
道

・
柔
道

・
市
味

・
詩

吟

訟

道

琴

・
ギ
タ
l

絵

間

・
舞
踊
の
品
川
糾
陣
を
聞
惜
し

て
お
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
受

枕
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

F 月 1 日噌 31日 7 日 m 抽制

月るく する運動 r=r::!:::.:一一一一一固定資産税 守川門間 的

防止を重点に - 所得税 7日ヨ1同E目的

納税の月7 日噌 31 日1 月
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日仔 f塁 王国 7月31日限り

第17回社会を司
く青少年の非行



3

町
仰
を
制
定
リ
件
同
上
巳

か
か
げ
ふ
こ
と
。

4

mH少
河
七
ン

グ
ー
を
つ
く

る
こ
と
0

5

街
路
灯
の
常
灯
料
金
を
援

助
し
て
ほ
し
レ
。

G

f
常
利
宅
の
怖
が
を
考
え

て
ほ
し
い
γ

。

7

町
買
の

E
見
を
叩
く
ポ
久

卜
守
詩
け
る
こ

t
。

8

と
場
町
汚
物
処
却
を
完
全

に
す
る
こ
と
っ

9

踊
や
略
作
の
似
引
を
早
く

し
て
ほ
し
い
。

O

佐

l
z
f
コ
同
時

h
t
:

1

9
m
勺

J
0
4
引
メ
ー
切
〈

な
り
ま
し
た
。

な
ど
の
話

μが
川
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
町
も
こ
れ
ら
の
要
望

意
見
を
随
時
係
あ
て
く
だ
さ
る

よ
う
盟
ん
で
い
ま
す
。

患
者
に
さ
つ
そ
く
供
給
さ
れ
時

い
人
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
献
山
制
度

は
優
先
的
に
還
元
さ
れ
る
日
制

で
あ
り
み
な
さ
ん
も
万

一
に
備

え
子
血
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
献
血
に
よ
っ
て
血
液

型
も
わ
か
り
家
族
そ
ろ
っ
て
調

べ
る
こ
と
も
た
い
せ
つ

で
す
。

ま
た
八
月
に
ー
も
採
血
車
に
よ
る

献
血
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
こ
ん
ど
は
よ
り

以
上
の
成
果
を
お
さ
め
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

一
人
健
か
二
百

四
の
献
胤
が
多

く
の
人
命
を
救
う
こ
と
に
な
り

町
を
あ
げ
て
こ
の
巡
励
に
富
加

し
ま
し
ょ
う
。
(
民

q
訴
)

部
結
町
内
の
抱
大
さ
セ
相
附
A

寸
る
。
山
川

会

民

会

議

は

ヒ

イ

川
何
?
を
迎
え
さ
ら
に
町
の

五
H
午
山
イ
拘
映
に
つ
と
め
川
崎
知
的
六
平
和

時
か
ら
役
場
郷
を
つ
く
る
よ
う
努
山
寸
話
。

会
議
室
に
約
こ
の
た
め
み
な
さ
ん
の
絶
大
な

七
1
人

の

問

ご

協
刀
が
必
裂
で
あ
る
」
と
あ

係
者
が
臨
ま
い
さ
つ
円
あ
と
行
政
刊
n
い
が
あ

っ

て

開

か

れ

り

ま

し

た

。

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
市
都
町
内
会
れ
に
か

消

水

連

合

会

ら

約
ご
イ
項
目
に
わ
た
る
意
見

長
を
司
会
者

要
望
が
山
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

と
し
て
会
議
を
ま
と
め
ま
す
と
次
の
と
お
川

が

す

す

め

ら

で

す

が

、
こ
れ
h
は
町
当
局
も

れ

出

凶

者

か

問

先

の

ヒ
関
係
官
川
と
も
協
ぷ

ら
活
発
な
む
し
て
早
急
な
対
慌
を
同
り
改
押

見
が
山
さ

れ

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い
主
す
。

ま
し
た
。

1
米
加
入
地
ば
の
拠
出
前
訴
を

ま
ず
、
各
開
設
し
て
ほ
し
い
。

却
、
室
長
か
ら
懸
荒
事
項
、
市

2

部
落
町
内
会
長

〈
山
一
紡
日

務
連
絡
に
つ
い
て
説
明
の
あ
と
)
の
委
似
を

一
月

一
円
l
」1

町
長
か
ら

『
問
た
び
就
任
責
任

三
月
三
」
1

-

日
と
さ
れ
た
い

電
勤
一-2s
i
t
z-ZEE
-三
三
z

s

'

:
E
2
2
14
1
5
3
-
t
J
3
2
Z
4
4
J
s
z
p
z

g一-6
1
5ι2

t

E

E

-

-

z

p

a

r
-
5
2
TZ
E
S
E
--5
3
ζ
-
T
3
4
2
s
:
J
2
t
5
2
4
1
2

ra聖

町
の
拘
肢
に
役
く
立
て
た
い
』

と
こ
と
ば
を
ひ
か
へ
め
に
間
L

:
、
:
。

寸

L
t
三
イ
五
半
今
金
町
陀
品
業
料

吟
業
後
世
主
に
従
事
、
か
た
わ

ら
背
年
活
動
に
も
力
を
入
れ
現

杭
町
田H
年
間
体
協
阪
会
市
務
局

長
、
い
わ
ば
品
村
山
年
の
リ
l

〆

格
で
も
あ
り
ぬ
村
山
勾
幹

部
と
し
て
将
来
が
則
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

写
真
H
希
望
に
み
ち
る
伊
藤
君
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意見

部落町内会長会議で一一

一一建設的な

百

九

十

人

も

献

血

採

血

量

三

万

八

千

u

町
献
血
運
動
州
進
協
議
会
は

六
月
二
寸
大
白
川
庁
舎
前
で
道

赤
」1
平
社
採
胤
セ
ン
タ
ー
ク
ひ

ま
わ
り
号
。
の
協
力
で
採
山
を

行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
円
は
好

天
に
山
ま
れ
た
た
め

一
般
の
協

刈
が
突
を
結
び

一
般
、
職
場
あ

わ
せ
て
百
九
十
人
が
献
山
さ
れ

そ
の
採
血
批
も
三
万
八
千

四
に

述
し
、
は
じ
め
て
の
献
血
だ
け

に
貯
成
紋
と
な
り
関
係
青
か
ら

感
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
採

山
却
は
町
内
で
一
年
川
に
供
給

さ
れ
る
約
六
」
!
田
町
に
あ
た
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
献
血
は
産
業

虫
刀
、
交
通
郡
伎
な
ど
多
く
の

け

み

に

求

加

主

事

本

休

診

収

主

補

明

出

自

前

す

り

で

法

す

と

か

後

な

で

か

話

、
を

た

謄

死

密

領

来

業

証

求

で

踏

ま

は

借

志

方

え

こ

)

も

し

こ

い

者

は

断

つ

籍

は

瓶

、
事

休

鑑

前

ろ

寄

り

主

を

同

る

が

る

場

と

入

そ

よ

宝

引

合

賠

ら

戸

合

診

虫

、
る

印

払

こ

蝦

あ

談

手

者

す

っ

す

役

こ

。

加

。
ば

加

場

行

も

、
場

・
細

か

す

、
主

と

は

で

示

の

時

決

く

ぷ

司

る

す

に

ん

れ

o
t
恨

て

明

の

啓

明

ほ

行

明

書

。
険

部

八〉

律

当

解

度

協

公

す

ま

険

せ

す

し

め

L
証

亡

宰

伐

の

売

却

加

す

保

一

法

に

謙

二

に

(

成

ち

U
ま

う

起

決

行

故

死

検

僚

告

の

的

、
で

賠

の

が

ず

協

く

市

古

作

立

制

き

ど

ず

を

を

な

柏

町

証

で

く

強

で

ら

ま

故

額

7
h
11
1
1
11

1

1

i

j

s

i
l
l
i
-
-」

は

め

王

〕

役

伽
腕
午
、
九
吋
山
地
一

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
手
続
き

一
的
批
出
削
肌

降

は

あ

よ

失

し

「
i
l
i
l
i
-
-
l

i
l
i
li
a-
-
-
拘

こ

れ

肱

執

保

タ

に

し

過

仰

に

。

き

品

制

悦

イ

故

ま

の

納

者

保

の

者

に

。

な

に

と

、
て

自

す

も

ノ

的

ん

で

簡

強

附

パ

市

見

手

が

害

賠

も

智

満

い

が

闘

の

が

し

に

求

。

な

発

法

せ

、
(

、

市

川

や

一

て

転

者

加

自

る

被

門

な

意

不

ど

者

入

社

鮒

う

要

ら

、
ま

で

バ

レ

損

車

万

れ

迦

諮

ら

を

す

O

、
き

賊

が

な

鴇

加

企

を

い

必

か

で

き

つ

調

そ

車

動

が

ふ

・
被

か

額

求

は

で

が

談

た

散

の

険

償

を

に

策

為

で

せ

解

ら

励

自

ん

て

が

と

て

の

間

と

が

者

-m
つ

、
者

保

陪

と

求

警

行

は

い

和

あ

自

ば

さ

い

す

者

っ

そ

に

す

求

駁

容

。
わ
に
盟
国
る
ら

こ

諸

は

の

と

た

決

白

れ

な

つ

で

害

払

が

験

で

耐

-m
加

い

お

き

加

い

か

る

〈

〉

の

上

こ

も

即

日

青
年
海
外
派
遣
団
に

伊

藤

孝

君

総
即
附
は
六
月
十
六
日、

m

九
回
汗
年
海
外
派
遣
団
員
八
十

二
人
を
決
め
ま
し
た
が
今
金
町

か
ら
も
字
今
企
、
段
葉
、
伊
藤

本
れ
〈
包
)
が
選
ば
れ
ま
し
た

伊
勝
川
が
同
派
泣
閉
円
H
に
応

募
し
た
の
は
昨
年
に
続
い
て
二

回
目
。
こ
と
L
・
も
五
月
4
1
八
円

の
耐
接
、
筆
記
試
験
に
み
ご
と

骨
格
長
い
間
の
願
虫
が
や
っ
と

か
な
え
ら
れ
た
わ
け

海
外
派
出
は
九
月
ニ

イ

一
日
海
路
出
発
す

る
千
定
に
な
っ
て
お

り
訪
山
閣
は
ト
ル
コ

、
イ
ラ
ン
、
パ
キ
ス

タ
ン
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

全
近
で
二
人
、
今
企
町
内
で
は

は
じ
め
て
の
こ
と
。
山
発
増
酬

と
良
作
業
に
迫
は
れ
る
伊
藤
君

『
な
ん
で
も
よ
く
凡
て
各
国
。

背
年
と
賠
り
合
い
見
分
を
広
め

た
い
。
と
〈
に
派
泣
国
は
鵡
染

後
進
国
な
の
で
み
っ
ち
り
勉
強
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花
火
遊
び
に

ご
一
定

意

花
火
は
、
江
戸
の
円
か
ら
一見

の
風
物
詩
と
し
て
却
し
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
取
り
扱
に
よ

っ
て
危
険
な
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
お
位
、
お
祭
を
迎
え
て
化

火
の
遊
ひ
も
多
く
な
り
ま
す
。

ど
の
家
庭
で
も
十
分
自
芯
し
て

く
だ
さ
い
γ

。

・
も
と
も
と
化
火
は
、
千
供
を
対

象
と
し
た
抗
日
目
川
花
火
で
す
か

ら
、
火
誌
や
爆
禁
の
使
川
却
は

、
危
険
の
な
い
よ
う
に
法
規
制

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ロ
ケ

y
ト
花
火
の
よ
う
に
飛
ん
だ
り

ネ
ズ
‘
、
花
火
の
よ
う
に
走
り
姐

る
の
も
以
近
多
く
、
k
き
に
わ

タ
バ
コ
や
マ

γ
チ
よ
り
も
危
険

度
が
高
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
干
供
た
ち
の
間
で
花
火

を
分
解
し
て
混
ぜ
ん
H

せ
て
遊
ん

で
い
る
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
が
桜
発
す
る
之
思
わ

ぬ
危
り
わ
に
お
よ
ぶ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
次
に
仰
げ
る
郁

柄
引
を
か
な
ら
ず
司
る
よ
う
に
い

た
し
ま
し
ょ
っ
。

て

強
レ
風
が
吹
い
た
と
き
川

実
続
き
で
空
気
が
乾
燥
し
た

と
き
は、

絶
対
花
火
地
び
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

二
、
な
か
に
は
限
り
椛
い
五
に

よ
っ
て
相
当
危
険
な
も
の
も

あ
り
ま
す
。
物
別
れ
や
他
物
に

か
く
れ
て
の
遊
び
は
や
め
広

い
場
所
で
遊
，

f
』と
。

三
、
化
火
は
ポ

ケ
y
卜
な
ど
に

入
れ
ず
に
火
気
か
ら
離
れ
た

日
の
当
た
ら
な
い
場
所
に
保

計
、
他

m後
は
、
水
平

k
を

か
け
、
残
り
大
の
処
れ
を
抑
制

実
に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

犯
年
度
奨
学
資
金

貸
与
考
決
る

マ
高
校

n中
山
淑
一一ー
・
山
附
代
和

田

・
沖
村
先
・
末
雌
義
則

・
中

谷
降
志

川
附
忠
世
1

・
末
路

光
幸

・
み
の
山
J
N
胤
・
水
野
山

.
ぷ
引
山
山
別
・
同
机
符
刊
。

マ
大
学
日
白
川
、
札
出

・
H

村
成

人
二
日
向
克
・
飯
山
山
立
一
郎

・

中
仏
明
一
(
以
上
十
六
名
〉

青
年
陸
上
競
技

大
会
町
背
年
陀
上
続
技
大
会
は
十

六
日
午
前
八
時

一
十
分
か
ら
今

金
川
校
グ
ラ
ン
ト
で
、
多
数
の

参
観
闘
い
ま
す
。

道
路
愛
護
組
合
表
彰

知
事
、
支
庁
長
、
町
長
表
彰

道子L豪雪様恒王

子31AtZ13う

ら弾

さ
れ
た
飢
合

(
附
和
問
イ
一

年
度
)

何
十
小
川
ム
川線
道
路
愛
護
飢
A
H

附
和
町
道
路
道
路
愛
護
組
合

世間郎」
l

ご
日
線
道
路
的
施
組

合
.
日
進
道
路
愛
活
組
合

納
税
感
謝
慰
安
会

O
と
き
ヒ
月
三
十
日

日
午
と
午
後
六
時
か
ら

O
と
こ
ろ

公
民
削

ク
山
山
、
民
昂
、
歌
唱
州
、
抑
制

。
入
場
料

一
般
三
百
円

納
税
組
合
円
一
二
百
円

取
-M
納
税
出
ぷ
部

今

金

附

22 
援催

奥
沢
両
橋

永
久
橋
に

。

こ
と
し
の
円
融
吋
災
刊
で

流
川
被
円
い
を
う
け
た
政
問
、
奥

沢
両
目
前
は
、
こ
の
仕
ど
行
な
わ

れ
た
挫
設
計
の
究
定
を
終
り
水

。
豊
田
、

O
防
術
大
千
件
、
航
視
学
生
、

病
諸
学
生

(姉
人
口
術
官
〉

出川和
日
校
卒
及
び
寸
定
者

O
H
術
隊
中
佑
(世
年
自
衛
官
)

開
H
昨
川
叫
刷

!1
I
M
t
寸
ヒ
才
未
満

以
上
受
付
則
川
イ
H
t
Aま
で

O
二
等仙問
、
山
叫
ん
L

土

昨日
栴
同
J
1

八
才
、
中
卒
以
上

の
則
一
寸
、
い

つ
で
も
役
場
、

町
村
却
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

す
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

市
は
同
れ
の
引
耐
に
よ
っ
て
す

久
怖
に
切
り
か
わ
り
ま
す
。

工

道
南
畜
産
共
進
会

八
月
九
、
十
、
十

一
日
の
三

日
川
今
金
家
出
市
場
に
お
い
て

道
市
南
庄
共
進
会
を
開
削
す
る

人
物
往
来

(六
月
〉

一
日
H
お
作
辿
科
迎
隊
mvv川
崎
中

隊
員
一
行
段
肢
の
た
め

二
日
"
石
狩
主
庁
伊
勝
正
敏
地

.‘
方
部
長
あ
し
γ

さ
つ

三
回
目
杉
本
vUUA
打
合
せ
の
た

ジ

九
日
目
絵
山
竹
内
収
入
役
会
議

の
た
め

十
三
日
自
主
庁
山
本
総
ぷ
課
長

転
任
あ
い
さ
つ

中
服
沖
川
議

一
行
主
名

町
内
制
策
の
た
め

共
和
背
年
協
議
会
一
行

二
十
八
名
段
葉
県
〈
問

+
六
回
目
道
議
会
桂
川
叫
市
任
委

日
町
内
悦
第
一
行
八
名

二
十
日
目
北
部
古
川
非
保
副
長

一
行
二
七
人
町
内
視
察

二
十

一
日
u
N
H
K
闘
節
目
技

術
部
品
打
A
u
の
た
め

二
十
三
日
目
支
庁
ヰ
件
処
行
訓

只
赴
任
あ
い
さ
い

二
十
六
日
目
道
日
赤
山
液
セ
ン

タ
1
長
岡
谷
行
雄
氏
七

名
献
血
梁
お
に

。
よ
ろ
こ
び

・
か
な
し
み
。

(五
月
分
)

@
出
生
筒
名
原
倣
脊
、
今
村
有

紀
、
佐
々
木
行
号
、
渡
辺
倒
絵

判
賢
持
、
徳
川
先
午
、
鈴
木
智

子
、
償
問
碑
明、

大
坪
美
佐
干

川
原
寿
彦
、
近
税
知
英
(
以
上

今
金
)
同
出
日
立
知
一
1

〈
位
田
)

臼
力
一
新
(
鈴
企
〉
山
崎
山
出
己

(稲
川
〉
大
作
#
円
郎

(仲忙し占

)
小
野
尚
孝
(
抑
止
〉

④
婚
姻

8
組
問
州
制川内

u
名
生

ヨ
ン
号
、
上
野
羽
目
幅
口
忠
美

子
、
渡
辺
消
法

u
蝦
名
古
子、

阿
部
繁
批
H

加
雌
持
号
、
引山引制

敏
彦
目
減
辺
リ

丁
(
以
ヒ
4
e
A耳
)

桜
訓
利

一
目
白
川
ト
ヨ

、
相
隆

一一

n
成
問
巾
美
干
(
以
上
神
E
〉

中
山
時
一

，
西
谷
内
政
ヲ
(
失

利
河
)

@
死
亡
4
名
山川
郎

K
治
郎

U
、

遺訓即
応
凶
郎
村
山
、

竹
谷
シ
ゲ
珂

(
以
上
八
束
石
塚
ク

ニ
行
(
光

ム

n」


